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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・冷房の使用について、設定温度は28度設定。エアロビ時はドライで温度設定を行う。許可なく温度設定の変更をしないようにして下さい。

・八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

・JAPHアフラック　がん・医療保険の案内がWIZ上に掲載されています。問い合わせの際には、ss佐々木　PHS755まで。
・8/1　16:30～東北メディカル学院の教員が訪問予定で慶長JGM対応する。

【祝日プログラム】
・7/16（月）バーベキュー：10：30から準備開始。利用者の発案により、デザートでスイカを準備（担当は慶長）。
※浅坂様の送迎は、バスの到着予定が10：10となる為、注意するように。
【感染対策管理委員会より】
　・先日、巡視した結果、玄関と1階テレビ前の手指消毒の日付が入っていなかった。　

⇒交換日時を明記するように。
　・A群溶連菌感染症が流行しているので、体調管理に気を付けるように。利用者様の体調を確認していく。主症状は発熱・咽頭痛・身体に湿疹・舌に湿疹

【研修案内】
・本日、第2回院内研修　時間：17:30～18:30　場所：4階メモリアルホール

テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　講師：佐藤AOM

・第3回院内研修　7/17（火）・7/18（水）時間：17:30～18:30

場所：メンタル病棟3階会議室

テーマ：｢接遇・クレーム対応｣　（実技グループワーク）講師：神TOL

・外部研修

リカバリー全国フォーラム2018　9/16（日）・9/17（月）

場所：帝京平成大学池袋キャンパス本館

時間：9/16　9：30～17：40　9/17　9：00～16：40　参加費10.000円

【各種締切】
・7/9（月）経過録・7/10（火）疾患別診療計画書の締切が過ぎている。遅くなっている件は、理由やいつまでに完成するかを併せて小嶋SGMへ報告する事。
・7/20（金）プログラムテキスト

・8月　LASMI等の評価、転倒転落リスク

【勤務変更】
・7/13（金）デイケア日勤：慶長、ナイトケア遅番：戸賀沢
⇒デイケア日勤：戸賀沢、ナイトケア遅番：慶長

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊様～来所時に薬の空包確認し、全て揃っている。表情穏やかにプログラムへ参加しており不調の訴え等は聞かれていない。午後からのプログラムの参加症状を確認していく。
・田端　香織様～朝のミーティング時、苦痛の表情で腹部を押さえており、体調確認すると「お腹痛い。胸も痛い。」と話し、途中退席。心当たりを尋ねると昨日ラーメンを作ったが「失敗して昨日から下痢です。」と話しており、早退を希望。静養室で休養し、母の迎えがあり、11時20分早退している。
・松川　順子様～7/13（金）～7/16（月）まで外泊訓練となっている。それに伴い、7/13（金）の体験利用は9：30～16：00となる。7/16（月）の予定は未定とのことで、次回体験利用の際に教えて欲しいことを伝えている。
デイナイトケア
・倉橋　生子様～服薬変更があり、54ツムラ抑肝散エキス顆粒2.5g/包1日3回が追加処方になっている。本日デイナイトケアでは、問題となる行動等なく落ち着いて過ごしている。引き続き午後も様子観察を行なっていく。
・木村　義重様～青風荘より情報提供があり、褥瘡がありゲンタシンを塗布しているとのこと。現状確認の為、褥瘡の位置や症状を確認していく。
・稲垣　ふき様～青風荘より情報提供があり、昨日で3日間排便がないとのことで、夕食後にシンラックを10滴滴下しているとのこと。本日は運動の際に、膝の痛みにより、座った状態で参加している。引き続き様子観察していく。
・吉田キクエ様～運動プログラムの際にテーブルに伏しており、体調を尋ねると「フラフラするから、運動を休む」と話している。バイタル確認すると異常はなく、そのことを伝えると運動プログラムに参加している。引き続き午後のプログラムへの参加状況を観察していく。
・田中　一　様～昨日同様、寝不足の訴え聞かれ睡眠状況を確認している。「昨夜は11：30～8：30まで布団に入っていたが、30分ほどしか眠れなかった」と話し、「目がチカチカする」との症状の訴えもあり、個室に茣蓙を引きで休んでいる。引き続きプログラム参加状況等の観察を行なっていく。
ナイトケア
・下妻　康貴様～7/16（月）は祝日となるため夕食の宅配が行われない事を伝えると「ご飯がないなら来ない」と話し、スタッフが夕食の準備について提案するが、「そこまでして、ここで食べたくない」と表情を硬くし話している。その後、他のスタッフやメンバーとテレビの感想を表情よく話して過ごしている。夕食後、突然スタッフに何事もなかったかのように、「16日の夕食は日替わり弁当にする」「これから、祝日は全部そうする」と自分から話す等、変化に対応しており帰宅までテレビを見て穏やかに過ごしている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　浜辺　信明　様）

実施日：H30年7月12日（木）13：30～14：00

担当：柴崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：

検討内容　目標・治療計画の検討

	氏名
	浜辺　信明　様
	性別
	男
	年齢
	41
	生年月日
	昭和51年3月4日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	① 基本的生活習慣病の習得② 身体機能の維持・向上

③ 対人関係の改善④ 作業能力・持続性の向上

⑤ 病識を見に付ける⑥社会資源の利用

	本人希望
	青山荘を退所し、病院近辺で一人暮らしをしたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：H28年1月13日～H28年6月29日）

	通所歴
	　１回目

H28年7月1日～現在　　（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	青山荘：H28年6月30日入居

青南病院訪問看護：週1回（水）

	住居：青山荘
	家族構成：（同胞5名の第4子）
保護者は次姉(村上　美香子様)、下北郡風間浦村在住

	利用制度
	精神保健福祉手帳1級
	障害厚生年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

重度医療：自己負担0割

	備考：事例検討に必要な情報を記載

平成25年6月4日～平成28年1月13日：医療観察法による入院：花巻病院


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。


	①病状に変化があれば、自分から医師・支援スタッフに報告することができるようになる。
	①統合失調症について正しい知識を得て、不調時には自分から支援者に相談ができるようになる。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化に気付いた際は相談する。スタッフは病状変化が見られた際には、言動の振り返りを行いながら対処法を一緒に考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付け、青山荘退所後の生活に備える。
	②グループホームやアパートで生活ができるように、服薬の管理・家事等が自分でできるようになる。
	②単身を含めた地域での生活を続けるために、自分は何ができ、何ができないのかを正しく把握し、目標を明確に持つ。
	②何もしていない時間が多いため、何かに取り組むように声を掛ける。食器洗いなどは本人の目標（地域での生活）を意識することができるように声を掛けていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①統合失調症について正しい知識を得て、不調時には自分から支援者に相談ができるようになる。
	・デイケアでの幻聴は時々あると話しているが、幻聴と分っており、幻聴に左右されることはないと話している。

・デイケアでは、スタッフが話しかけると青山荘での生活などを話しているが、自分からはスタッフに話しかけることはない。

・プログラムでは、静かに座っている時間が短く、プログラム開始10分も経たないうちに「トイレ行ってきます」と退席することがあるが、20分以上静かに座りプログラムに参加しておることもあり、日によっての変動がある。


	自分からはスタッフに相談することはないため、来所時には声掛けを行っていく必要がある。

作業や生活するうえで、静かに話を聴くなどを持続できるように、プログラム参加の目的を明確にした上で声掛けを行っていく。

	②単身を含めた地域での生活を続けるために、自分は何ができ、何ができないのかを正しく把握し、目標を明確に持つ。
	・デイケアでは顔見知りの利用者様と挨拶や会話をしている。デイケア利用開始時は、特定の利用者のみと会話していたが、他の利用者と座って会話していることがある。また、新しく利用開始となった利用者にも、自分から話しかけており、交流する範囲は少しずつ広くなっている。

・グループワークでは自ら発言することはないが、自分が発言する順番になると発言している。ウォーミングアップでは、しりとりや都道府県を答えていく時は前に出てすぐに考えることなく答えている。
・服薬については忘れずに服薬していることを話している。服薬に関して、自分ではどういう思いで服薬しているかを訊くと、「飲まなければならないと思っている」と答えており、青山荘で生活し、服薬確認をされるために薬を飲むのではないと答えている。

・デイケアで仕事を想定した作業を促した所、分らない時は自分から聞いており、作業を完遂させている。作業内容は園芸で、プランターの準備や花を植える作業を30分程度集中力が切れることなく作業を行っている。
	デイケアで仕事を想定した作業では、分らないことを質問するなどして、作業を続けている。目的を明確することで、分らない時は自ら質問し、作業能力の維持が出来ると考えられため、今後、生活していくためには何が必要なのかを明確にし、目標を設定していく。



【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。


	①病状に変化があれば、自分から医師・支援スタッフに報告することができるようになる。
	①統合失調症について正しい知識を得て、不調時には自分から支援者に相談ができるようになる。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化に気付いた際は相談する。スタッフは病状変化が見られた際には、言動の振り返りを行いながら対処法を一緒に考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付け、青山荘退所後の生活に備える。

	②グループホームやアパートで生活ができるように、服薬の管理・家事等が自分でできるようになる。
	②単身を含めた地域での生活を続けるために、自分は何ができ、何ができないのかを正しく把握し、目標を明確に持つ。
	②何もしていない時間が多いため、何かに取り組むように声を掛ける。食器洗いなどは本人の目標（地域での生活）を意識することができるように声を掛けていく。


	備考：青山荘情報提供書より

・幻聴は毎日聞こえるが、挨拶などで脅迫的な内容や強い口調ではないとのこと。

・青山荘では特定の利用者に対して表情よく話しかけたり、毎回同じ歌を相手に向かって歌ったり、スキンシップを行っている。

・青山荘では1週間分の薬を自己管理している。

・調理プログラムでは積極的に取り組むことはなく、スタッフの指示を受けて作業を行っている。作業は荒いが指示通りに作業を行うことができている。調理で鍋をガスにかけている時に見ているように指示をしてもすぐに、その場所を離れることがある。


目標は青山荘の担当スタッフと話し合う機会を持ち、今後の生活へ向けた目標を、本人意向を踏まえて再設定していくこととする。

